
（6） その他の算定項目（複数回答）  

「運動器リハビリテーション料」以外に算定した項目についてはl，167孝■のうち206名が  

算定し丁おり、内訳は次のとおりとなっている。  

図表6ふIlその他の算定項目  

N＝20（；  

001  2（】OIi  4001  8001  8001 1飢＝川   

（8）医療保険によるリハビリテーション後の対応   

1） 医療保険によるリハビリテーション終了の有無   

医療保険によるリハビリテーション終了の有無については、「終了したノが53．g％、「終  

了していない」が39．7％となっている。  

図表丘6－14 医療保険によるリハビリテーション終了の有無  

0ヽ  10ヽ  201  30Ii  40ヽ  50ヽ  60Ii  701  801  901 100≠  
地域連携退院時共同指導料  

退院前訪問編欄料  

退院時リハビリテーション指導料  

訪問着護指示料  

退院前在宅療養指弾管理料  

その他  

合計  
（N＝11tけ）  

1  1  1  l  

1■終了したd終了していないロ無回答l  

2）リハビリテーション終了後の対応（複数回答）  

リハビリテーション終了後の対応については、「日常生活上の指導（関節可動域訓練、持  

久力訓練、筋力訓練、呼吸訓練等）を行った」（49．8％）が最も多く、次いで、r外来の定期  

的診療で対応する（予定含む）」（28．2％）となっている。  

図表丘6－15 医療保険によるリハビリテーション終了後の対応  

合計（帖828）  

¢○一  封＝ほ  18Dl  帥8I  
（7） 調査時点の患者の状態   

1）リハビリテーションの段膀   

リハビリテーションの段階については、「維持期」（49．0％）が最も多く、次いで、「回復  

期」（3l．7％）、「急性期」（14．7％）となっている。  

図表6ふ12 リハビリテーションの段階  

O1  10≠   201  30罵   小】1  50％   601  701  80蔦   タ○％  l別川  

日精生活上の相場（蘭書可血叫  
馴鶴、持久力削♯、筋力桝■、  

け■別儀書）を行った  

外来の誌期的世職で対応ナも  
（予定含む）  

介醸欄欄サービスを繊介した  

特段の対応はしていない  

断たな痍tのた捌こ別のリハビ  
リテーション料を井定する（予定含む）  

他の匿丘■欄による医療躁犠の   
肋間リハビリテーション軋紹介した  

スポーツクラブや■■増進篤世■  
を紹介した  

あん■．≠象などの代替箆最を  

紹介した  

鴨集りハビリテーション施甘を  
増介した  

モの他  

撫回答  

Ⅰ書急性期臼回復期8維持期日無回酎   

2）状態の評価   

状態の評価については、「これ以上の身体機能の改善の見込みはない」が56．2％、「身体  

機能の改善の見込みがあるlが〕9．1％となっている。  

図表6ふⅠ3 状態の評価  

O1  101  20ヽ  301  40％   50％  601  701  801  90ヽ 100≠   

合計  
（N＝1167）  

Iiこ扁や画料桓桓の見込云iiない五重森元あ函あ車重ヵi扁や【重義1  
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上限（136－150日）をもって終了  

これ以上改善の見込はない  身  
体  

込機  
み能  

維活  がの  
持の がtl  あ改  

る善 の  
舵状   見   

腱・靭帯、神経、血管のうち3  ヰ．9l   0．8l   0．肪  6．9l   0．8l   

種類以上の複合損傷）（N＝82）  

関節の変性疾患（N＝了り   1†   2g   0   23   

9．7l  16．8l   0．6l   0．Ol  13．1l   0．6l   

関節の炎症性疾患（N＝27）   9   5   3   0   9   

15．Ol   8．鍋  5．Ol   0．Ol  15．Ol   1．7l   

運動器不安定症等（炬15）   3  4  4   0   4   0  

7．5l  10．Ol  10．Ol   0．Ol  10，Ol   0．Ol   

その他（N＝11）   ■   2   0   2   2  

9．5l   2．ヰ1  4．81  0．Ol    4，8l   4．鍋   

（9）代表的な疾患と算定日数の関係   

代表的な疾患と算定日数の関係、及びその患者の内訳は次のとおりである。   

算定目数上限前にリハビリテーション料の算定を終了した患者のうち、「身体機能の改善  

の見込みがあるJとされた患者の割合が高い。これは、調査に回答した医療機関でのリハ  

ビリテーションが終了した患者が対象であり、実際にはその後、他の医療機関にてリハビ  

リテーションを実施しているものと推察される。  

表6・6－1代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限前に終了）  

上限前（135日まで）  

これ以上改善の見込はない  身  
見体  

維活  
時の が場  込機 み能 がの あ改  

る書  
能状   の   

合計（N＝281）   101   45   6   0  118  19  

35．2≠  15．－l   2．Ⅷ   0．Ol   40．ヰl  6．6l  

上・下肢の横合損儒（骨、筋・  51】  1＄   4   0   8丁   9  

腱・靭帯、神緯、血管のうち3  2．6～   0．t川  43．5ヽ  5．8l   

種類以上の複合損儒）（N＝154）  

関節の変性疾患（炬85）   17  13   0   2了   †  

26．2l  l．5t   0．01  一＝．5l  †0．8l   

関節の炎症性疾患佃＝20）   †0   0   8   0  

50．0％   5，Ol   5．0書   0．Ol         0．OI  40．Ol   

運動器不安定症等（N＝2り   4  0   0   5   

1g．1l   0．Ol   0．Ol  23．8l  4．8l   

その他（N＝27）   12   4   0   0   9   2  

44．4l  14．鍋   0．Ol   0．Ol  33．3l  1．4l   

表6．6＿3 代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限後に終了）  

上限後（151日以降）  

これ以上改善の見込はない  身  
見体  
込機   

維活  
持の   み舵 がの あ改  

る善 の   

合計（N＝50）   20   1D   3   12   4  

40．0≠  20．Ol   6．Ol   2．Ol  24．Ol   8．Ol   

上・下肢の複合規傷（骨、筋・  †   8   2   0   ユ   

腱・靭帯、神経、血管のうち3  0．Ol  15．8l   5．3I   

種類以上の複合損傷）（N＝19）  

関節のま性疾息（N＝用）   9   2   0   6   

4丁．4l  10，5l   0．Ol   5．鍋  31．6l   5．3l   

関節の炎症性疾患（炬5）   0   

20．Ol  20．Ol  20．Ol   0．Ol  2（I．Ol  20．Ol   

運動器不安偏症等（N＝3）   2   0   0   0   0   

66．7l   0．Ol   仇J用   0．Ol  0．Ol  33．3l   

その他伽＝ヰ）   0   0   2   0  

25．Ol  25．Ol   0．Ol   0．Ol  50．Ol   0．OI   

表6ふ2 代表的な疾患と算定日数の関係悌定日数上限をもって終了）  

上限（136～150日）をもって絶丁  

これ以上改善の見込はない  
田  

込機  み能  
維活  
持の   
が壌  がの あ改  
可で  る善 の  
能状   見   

合計（N＝186）   62   51   12   0   55   8  

11．Ol   9．Ol   2．用   0．Ol  9．8l   1．1l   

上・下肢の複合損傷（骨、妬・   29   12   2   0   1丁   2   
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6．7 患者の状況（1）【施設向け患者調査票（呼吸器リハビリテーション）】  

（1） 基本情報   

1） 患者の性別   

患者の性別についてみると、「男性」が6l，4％、r女性」が38．2％となっている。  

図表6．7－1患者の性別  

【1ヽ   10ヽ  ？0ヽ   3nヽ   40ヽ   50ヽ   60ヽ   7（lヽ   80ヽ   90ヽ  10nヽ  

（2）算定対象疾患と井定期間   

平成18年4月以降に調査対象医療機関でのリハビリテーションを開始した患者における  

算定対象疾患は、「肺炎」（37件）が最も多く、次いで「慢性閉塞性肺疾患（COPD）」（30件）  

となっている。10件以上のケースのある算定対象疾患について、算定日数の上限をもって  

終了した患者の割合をみると、「慢性閉塞性肺疾患（COPD）」（仏3％）が最も多く、次いで  

「その他の慢性の呼吸器疾患により、→定程度以上の重症の呼吸困難や日常生活能力の低  

下を来している患者」（3〕．3％）となっている。  

図表6．7－4 算定対象疾患と算定期間  

Ot    101   ！0ヽ    】nl   10ヽ    801   101    70ヽ    10ヽ    10ヽ   l00ヽ  

恒紺女口無回酎   

2） 患者の年齢（平成用年12月1日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～80歳未満」が76名で最も多く、次いで「80～90歳未  

満】が67名となっている。  

l棒炎（H＝37）  

■気赫rN＝り  

その他の■性★症した吋■霊  
痍■の鳥書（H＝5〉  

肺1■（H＝8）  

曲部外傷（N＝0）  

モの他の岬■静痍■又は  
その手術後の■書什I＝36）  

慢性閉暮性肺ま■（¢OP【り（N＝30）  

暮t支■▲（N＝l）  

モの他の廿性の■■■貞一に  
より、一定樽慮以上の■藍の  
呼色白岬や日書生活t力の  
壕下を楽している■凱N＝12）  

■回書（N＝2）  

図表6．7－2 患者の年齢（N＝235）  

0  20     40    （iO     80     tOO  

（人）  

3） 診療区分  

診療区分についてみると、「入院」が84．3％、「外来」が14．5％となっている。  

図表6．7－3 診療区分  

0ヽ   10ヽ   20ヽ   3（lヽ   40ヽ   5（Iヽ   60ヽ   TOヽ   80ヽ   90ヽ   tOOヽ  

I・≠■廟！ii5占妄右；言iテ古上iいiiニー5占占う鈍って表書盲上薩i（f昌一古正i気三ii古■回答 

弓・外来白人院口無回可  

7：l  74   



（4）井定対象疾患以外の疾患・障害  

1）算定対象疾患以外の疾患・障害の有無   

算定対象疾患以外の疾患・障害の有無についてみると、5l．8％が「有」としている。  

図表6．7－7 算定対象疾患以外の疾患・障嘗の有無  

01 10ヽ  20ヽ  301 1仇  5D1  80ヽ  701  801  901 IOOl  

（3） 除外疾患  

1）除外疾患の有無   

除外疾患の有無についてみると、12．0％が「該当する」としている。  

図表6．7－5 除外疾患の有無  

O1  101  20，i  30％  40t   501  80ヽ  TOt  80t  90t 10（）t  

l一由する占壌当しないロー回答l   l・有田無口ホ回答l   

2）該当する場合、その疾患・障害（複数回筈）   

算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合、その疾患・障害についてみると、「脳血管疾  

患等リハビリテーション料の算定対象疾患に談判（55．8％）が最も多く、次いで「運動器リ  

ハビリテーション料の算定対象疾患に該当」（3l．8％）となっている。  

図表6．7－8 算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合の疾患・障害  

e針（N＝12耶  

0．仇  封01  10．仇  lゆ8暮  

2）除外疾患に該当する場合、その適用項目   

除外疾患に該当する場合，その適用項目についてみると、「障害児（者）リハビリテーショ  

ン料に規定する患者」（50．0％）が最も多く、次いで「回復期リハビリテーション病棟入院料  

を算定する疾患」（30、0％）となっている。  

図表6．7＿6 除外疾患に咳当する場合の適用項目  

合計（N＝30）  

0．O1 1001 之0．O1 30．O1 10，O1 50．O1 600l   

∫■■靡■●リハビリテーション♯の讐士＃暮■■ヒ書蠣  

1■■リハビリテーション♯の暮た★■≠▲ヒ■島  

■t■りハピIJラーシミン≠の車重ポ■鷺■ヒt当  

心大虻■■■リハビリテーション♯の＃辛鋼■■▲に▲雪  

■冒讐  

障害児（看）リハビリテーション料に規定する患者   

回捜期リハビリテーション病棟人陰料を事定する疾患  

高次精機舵障書  

重度の頸鑓損傷  

難病患者リハビリテーション1削二親定する疾患  

失語症、失認および失行症  

頭部外≠および多部位外傷  

無回答  （5）過去に算定していたリハビリテーション料  

1）過去に算定していたリハビリテーション料の有無  

過去に算定していたリハビリテーション料については、27．7％が「有」としている。  

図表6．7－9 過去に算定していたリハビリテーション料の有無  

Ot lO1  20t  301  40t  50t  801  TOヽ  80t  901 100t  

l亘阜吏≠亘車重亘  
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2） 患者の状態評価   

患者の状態評価において、バーセル■インデックスを用いた評価（終了時の点数と開始  

時の点数との差）については、「10～30点未満」（8名）が最も多く、次いで「10点未満」（5  

名）となっている。  

岡6．7－1患者の状態評価（バーセル・インデックス）  （人）   

2） 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由   

現在のリハビリテーション料に切り替えた理由については、「病態が変化したため」  

（40．6％）が最も多く、次いで、一新たな疾患が発症したため」（3l．9％）となっている。  

図表6．7＿10 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由  

OIi   ＝）1  201  3ロ1  40㌔   501  601  701  801  901 100l  

合計  
（N＝＝69）  

10点未満  

10－30点未満  

30～50点未満  

50点以上   

恒粗服化したため□新たな疾患が発症したため田その他□無回答ち   

（6） その他の算定項目（複数回答）   

「呼吸器リハビリテーション料」以外に算定した項目については249名のうち48名が算  

定しており、内訳は次のとおりとなっている。  

図表6．7－11その他の算定項目  

N＝48  

00I1  2001  4001  6001  日001 1000l   
患者の状態評価において、FIMを用いた評価（終了時の点数と開始時の点数との差）に  

ついては、rlO～30点未満」（10名）が最も多く、次いでr10点未満」（6名）となっている。  

甘口l  

1  

89．6  

2，川  】      竿●   

図6．7－2 患者の状態評価（FIM）   

0  2  4  8  8  10  12   

地域連携退院時共同指導料  

退院前訪問指欄欄  

退院時り／＼ヒリテーション指導料  

訪問看護指示料  

退院前在宅療養指導管理料  

その他  

（人）   

10点未満  

川－30点未満  

30～58点未満  

50点以上  

（7） 調査時点の患者の状態   

1）リハビリテーションの段階   

リハビリテーションの段階については、「維持期」（43．0％）が最も多く、次いで、「急  

性期」（35．3％）、「回復期」（18．9％）となっている。  

図表6．7－12 リハビリテーションの段階  

P＼  20ヽ  40＼  ホO1  80ヽ  100l  

3） 状態の評価   

状態の評価については、「これ以上の身休機能の改善の見込みはない」が57．4％、「身体  

機能の改善の見込みがあるノが34．9％となっている。  

図表6．7－】3 状態の評価  

0ヽ   tOl  ？O1  30ヽ  10ヽ   5Dヽ   60ヽ  7rll  帥I gOヽ  tPOヽ   

合一ト  
（N＝249）  

恒料扁回彿期這維持糊口五車1  

77  

l・こ桓上面車崩議あ哀壷の豆込亘‘！¢ヰ身重元舵車重亘垂ふi｛哀もロi垂l  

78   



（8）医療保険によるリハビリテーション後の対応  

1）医療保険によるリハビリテーション終了の有無   

医療保険によるリハビリテーション終了の有無については、「終了した」が56．6％、「終  

了していない」が41．4％となっている。  

図表6．7－14 医療保険によるリハビリテーション終7の有無  

O1 101  201  301  401  501  601  701  801  gO1 100l  

（9）代表的な疾患と算定日数の関係   

代表的な疾患と算定日数の関係、及びその患者の内訳は次のとおりである。   

算定日数上限前にリハビリテーション料の算定を終了した愚者のうち、「身体機能の改善  

の見込みがある」とされた患者の割合が高い。これは、調査に回答した医療機関でのリハ  

ビリテーションが終了した患者が対象であり、実際にはその後、他の医療機関にてリハビ  

リテーションを実施しているものと推察される。  

表6．7－】代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限前に終了）  

上限間（75日まで）  

これ以上改善の見込はない  

生  状態維持のために  
活     J  

身   

の  リハの継続が必要  
見体  

壌  
無  

み能  
扇  回 答  

の あ改  

の 維 持  
る善 の  

が  

合計（H＝引）   38   7   2   28   15  

41．8l  丁．7l   1．1l  2．2l  30．8l  16．5l   

肺炎佃＝25）   10   8   0   丁   

●0．Ol  24－Ol   0．0l  4．Ol  28．Ol  l．0ヽ   

その他の呼吸器疾患又はその術後の患者  16   0   0   0   5   

（N＝32）  50．Ol  0．Ol   0．Ol  0．Ol  15．61  34．4l   

慢性閉塞性肺疾患（COPD）（炬13）   8   0   0   4   0  

6l．5l  0．Ol   0．Ol  了．7l  30．8l  0．Ol   

その他（M＝21）   ■   0   12   3  

19．Ol  4．8l   4．8l  0．Ol  5丁．1l  14．3％   

】i終了した臼終了していないロ無回答l   

2）リハビリテーション終了後の対応（複数回答）  

リハビリテーション終了後の対応については、「日常生活上の指導（関節可動域訓練、持  

久力訓練、筋力訓練、呼吸訓練等）を行った」（39．7％）が最も多く、次いで、「特段の対応  

はしていない」（24．】％）となっている。  

図表6．7－15 医療保険によるリハビリテーション終了後の対応  

合計（N＝い＝）  

001  200l  」川O1  80．Ol  

日常生活上の指導（関簡可動壌  
訓は、持久力訓練、筋力訓練、  

呼吸訓練等）を行った  

特段の対応はしていない  

外来の定期的診療で対応する  
（予定含む）  

介護保層サービスを紹介した  

新たな疾患のために別のリハビ  
リテーション料を算定する（予定含℃）  

他の医療機8削こよる医療保欄の   

訪問リハビリテーションを紹介した  

スポーツクラブや鰹慮増進施散等  
を紹介した  

職業リハビリテーション施設を  
紹介した  

あん＃、ヰ灸などの代替医療を  

紹介した  

その他  

女回答  

表6．7－2 代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限をもって終了）  

上限（76－90日）をもって終了  

これ以上改善の見込はない  
身  

生  状態維持のために  見体  

込機 み能 がの  
リハの継続が必要    介護保険  あ改  

の        対象  介護保検 対象外  無回答   
る善 の   

合計（N＝25）   4   16   0   0   4   

3．Ol  11．9l   0．略  0．Ol  3．Ol  8．7l  



これ以上改善の見込はない  

生  
身  

状態維持のために  見体 込機  

リハの横続が必要  み能  
がの  

介護保険  あ改  
る普  

の   
の        対象  介護保険 対象外  無回答   

肺炎（N＝5）   0  4  0  0   0  

0．0甘   10．8l  0．OIi  

（N＝り   

その他の呼吸器疾患又はその術後の患者   0  l 2．9l  0  0  0  0   0．Ol   0．0～  0．Ol  0．0†i  0．Ol  憬性閉塞性肺疾患（COPD）（N＝13）  2  9  0  0  l  l   6．71i  30．0†i  0．Ol  0．Ol  13＼  3．3l  その他（〃＝6）  2  2  0  0  2  0   6，3l  6．3l  n nヽ  0．Ol  6．3l  0．OIi   

6．8 患者の状況（2）【患者調査票（心大血管疾患リハビリテーション）】  

（1）基本情領   

11 患者の性別   

患者の性別についてみると、「男性」が72．9％、「女性」が27．1％となっている。  

図表6．8－1患者の性別  

肌  10t  20％  301  401  50Ii  60ヽ  TO1  801  90≠ 100≠   

合計  
（N＝†g9）  

I■如女□無回答J  

2） 患者の年齢（平成柑年12月】日時点）   

患者の年齢についてみると、「60～70歳末満」が65名で最も多く、次いでr70～80歳末  

満」が59名となっている。  

図表6．8－2 患者の年齢（N＝199）  

0   10   20   30   40   50   60  10   表6．7－3 代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限後に終了）  

れ以上改善の見込はない   

生  状態維持のために  身  
見体   

リハの継続が必要  込機  
無   

介諾保倹  
回  
答  

る菩 の     対象   
の  

外   

合計佃＝6）   4  0   0   0  

仁1＼  4．4l  

肺炎（N＝り   0   0   0   0  0  

†80．0％   ∩、Ol  8．仇  0．Ol  0．01  0．肌   

その他の呼吸器疾患又はその術後の患者  0   0   0   0   0  0  

（N＝0）  

慢性閉塞性肺疾虎（C（）門）佃＝2）   0   2   0   0   0  0  

0．Ol  1（肌Ol  0＋Ol  0．Ol  0．Ol  0．Ol   

その他（N＝3）   0   2   0   0   0  

0．Ol  6（；．7Ii  0．Ol  0．0％  0．Ol  33．3l   

10歳末藻  

10～20塵未満  

20・－30ま未満  

30～40i未満  

40－50鐘未満  

50－80鐘未満  

80－70さ未満  

川～80鐘未満  

脚～別儀未満  

90～100鐘東清  

川0ま以上  

無回害圏8   

3） 本人又は家族が判断した介護の必要性   

本人又は家族が判断した介護の必要性についてみると、「介護の必要はない」（57．g％）が  

最も多く、次いで、「介護の必要があって、家族と暮らしており、家族が介護してくれる」  

（19．6％）となっている。  

図表6ふ3 介護の状態  

Ol  柑l  ～O1  301 101  50ヽ  60ヽ  †O1  801  901 tOOl   

合計  
（N＝199）  

0ヽ 90ヽ lPl  

■介隋の必要はない  
□介護の必要があるが、一人暮らしであり、介覆者はいない  
伍介捜の必要があって、家族と暮らしており、家族が介護してくれる  
■介護の必要があり家族と暮らしているが、家族は仕事・病気等のために介護ができない  
色家族以外の介護者がいる  
□無回答  

82   
8l  



4）（家族以外の介護者がいる場合の）介護保険の利用状況   

家族以外の介護者がいる場合の介護保険の利用状況についてみると、「その他」が18名  

中11名と最も多く、次いで「訪問介護をうけている」が5名となっている。  

図表6月－4 介護保険の利用状況  

2）（通勤の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  

1）で「以前ほどではないが、通勤ができる」または「以前のようには通勤ができない、  

又は、通勤すべきでないと言われたj と回答した患者のうち、通勤の状況に変化がある場  

合の具体的な変化の内容についてみると、「その他」が26名中15名と最も多く、次いで「退  

職した」が9名となっている。  

図表6．8－7 （通勤の状況に変化がある場合）具体的な内容の変化  
合計  

（N＝18）  

l・介護施設等に入所している日誌間介護を針ナている8その他口無回副  

訪問介護の回数についてみると、「4回以上」が5名中2名、その他はl名ずつとなって  

いる。  

図表6．8－5 訪問介護の回数  

；・…・■穫を変えた日退軋た臼その他ロー由一‡   

3） 仕事について   

仕事についてみると、「治療開始前から仕事を行っていないj（42．2％）が最も多く、次い  

で、「以前と同じように仕事ができる」（13．1％）となっている。  

図表6．8－8 仕事について  

O1  101  201  301  401  501  601  Tt）1  801  901 100l  
l■1扁掴臼姻i咽以上口扁壷】  

（2）リハビリテーションを始めたときの生活と現在の状況との比較   

1） 通勤について   

通勤についてみると、「治療開始前から通勤していない」（45．2％）が最も多く、次いで、  

「以前と同じように通勤ができる」（13．1％）となっている。  

図表6ふ6 通勤について  

O1  101  201  301  101   501   飢】1   701  801  901 100t  

■以前よりも集に仕事ができるようになった  
8以前と同じように仕事ができる  

ロ以前lまどではないが、仕事ができる  

■以前のようには仕事ができない．又は、仕事をすべきでないと冨われた  

田治療開始前から仕事を行っていない  
ロー回答   

4）（仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容   

3）で「以前ほどではないが、仕事ができる」または「以前のようには仕事ができない、  

又は、仕事をすべきでないと言われた」と回答した患者のうち、仕事の状況に変化がある  

場合の具体的な変化の内容についてみると、「仕事量を減らした」が31名中20名と最も多  

くなっている。  

■以前よりも射＝通勤ができるようになった  

日以前と同じように通勤ができる  
臼以前ほどではないが、通勤ができる  

■以前のようには通勤ができない、又は、通勤すべきでないと言われた  

田治療開始前から通勤していない  
ロ無回答  
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図表6．8－9 （仕事の状況に変化がある場合）具体的な変化の内容  図表6．8．11今後予定している生活場所  

合出川＝190〉   

081  2881  ■801  8001  別＝川  

この所董※を貴け■った痍れ・   
■虚■に引蕾書さ入験する  

他の■檎や■最新（■貞貴書  

）に転腋ナる千丈であるりは  

転験したI  

介虹主人キー▲拉に入所丁る   
手鑑であも（又は入挿した）  

介t轟義虻■ホ▲凱こ入暁ナ  

る千吏でぉも（又は入験したI  

疇別義正老人ホームに入新↑  
る千定である（又は入所した】  

自宅で過ごす千モモあも（又は  

自宅で過ごしている）  

lt■リハビリテーション義甘に  

入所する予定である（又は入  

所した）  

モの他  

■■暮  

弓・職針職種を変えた日仕事量を減らした日通職したロ無回答ト   

5） スポーツについて   

スポーツについてみると、「治療開始前からスポーツを行っていない」（5l．3％）が最も多  

く、次いで、「以前のようにスポーツはできない」（12．6％）となっている。  

図表6．8－10 スポーツについて  

0＼   tOI JO1   30ヽ  10ヽ   501  60ヽ  †0ヽ   8D＼  90＼  tOO＼  

】日細開始削、らスポーツを行っていないロー回答  

1）（自宅で過ごす場合）復職・復学の予定（複数回答）   

自宅で過ごす場合の復職・復学の予定についてみると、「その他」を別にすると「就労（復  

職・再就職）する予定である（又は復職している）」（30．9％）が最も多くなっている。  

図表6ふ12 （自宅で過ごす場合）復職・復学の予定  

Ol  川1  201  301  401  5D1  601  一肌  801  gOl  川Ol  

（3） 今後予定している生活場所   

今後予定している生活場所（又は現在生活している場所）についてみると、「自宅で過ご  

す予定である（又は自宅で過ごしている）」（68．3％）が最も多く、次いで、「この調査票を受  

け取った病院■診療所に引き続き入院する」（10．1％）となっている。  

■就労（犠■・再鮭■）する予定である（又は慎■している）  

ロ歓筆（t早ける予定である（又はt字している）  

8その他  

ロー回答  
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（4）今後予定しているリハビリテーション等（複数個答）   

今後予定している（又は受けている）リハビリテーション等についてみると、「自分自身  

で運動等を実施する予定である（又は実施している）」加．2％）が最も多く、次いで、r施設  

に入院（入所）する予定である（又は入院（入所）している）」（25．6％）「通院（通所）し  

てリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又は受けている）」（25．6％）とな  

っている。  

図表6．8－13 今後予定しているリハビリテーション等  

合計（H＝】珊  

＝l  川01  ヱ…l  】ODl  叫0l  

施設に入院（入所）する予定である（又は入院（入所）している）としている患者について、  

具体的な施設についてみると、「医療施設（調査票を手渡された医療施設）」（60．g％）が最  

も多く、次いで、r医療施設（その他の医療施設）」（21．6％）となっている。  

図表6．8－14 今後予定しているリハビリテーション等（施設に入院する予定）  

合計（N＝引）  

00t lO．O1 20．O1 3001 小）．O1 50．Ot 60．Ot TO．Ol  

医療施設（調査票を手渡された医療施設）  

医療施設（その他の医療鬼没）  

毛人傑膿施投  

介札止兼型匡点施設  

■菓リハビリテーション施設  

特別養護老人ホーム  

その他  

わ回答  

自分自身で1■■豪実■丁る  

千定である（又は稟■していも）  

▲貯に入戌l入所jすあチ定で   

ある（又は入餞（入所ルている〉  

さ続（i断）してリハビリテーシ  

ランI毘虚爆麟二任千ける事定  

である（又は貴けている）  

リハビリテーション以外の治■  
のために．入鋏又は量☆丁も  

事塵であも（又は入触・■鏡L  

ているl  

リハビリテーションや遭■■暮  
行う号定はない  

i幌（i断）してリハビリテーシ  

ン【介■提験】を書けも千慮で  
ある（又は貴けていも】  

嶋墳活■に●加す1＝缶ビ貴人  

と「檜に■■書手乗暮rる事   
貪である（又は≠土している）  

■労（t■■t■lや覿事  

（暮事）暮しながらリハビリテー  

ションを生ける事宣であもl又  

は生けていもl  

響攣■法士■に訪問してもら   
い、リハビリテーション【匪■   

優良托貴けも千定である（又  

は，けていも】   

理事血注士■に訪問Lてもら  

い．リハビリテーション【介瞳優  

書】ttけもー藍でもも（又は  

貴けている）  

モの健  

図表6ふ15 「通院（通所）してリハビリテーション【医療保険】を受ける予定である（又は  

受けている）」としている患者について、その回数  

O1  101  201  301  101  501  801  70I  801  901 100l  

l・画面亘盲妄由色遇i由一ii福血上□1繭l  

図表6．き－16 「通院（適所）してリハビリテーション【介護保険Iを受ける予定である（又は  

受けている）」としている患者について、その回数  

「i垂’i亘扇面壷這ii車i前歯㌫上古扁壷篭  

良7  
き8   



図表6．g－17 「理学療法十等に訪問してもらいリハビリテーション【医療保険】を受ける  

予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  
1）（医療保険または介護保険のリハビリテーションを受ける（又は受けている）予定  

の場合）リハビリテーションに望むこと（複数個答）   

医療保険または介護保険のリハビリテーションを受ける予定の場合のリハビリテーショ  

ンに望むことについてみると、r現在の日常生活の動作や活動を保ちたい（悪くならないよ  

うにしたい）」（57．】％）が最も多く、次いで、「もう少し歩けるようになりたい」（弧g％）  

となっている。  

図表6．8－20 リハビリテーションに望むこと  

合計（N＝9t）  

001 1001 2001 3001 4001 50．O1 800l  

1日週咽B遇掴田週姻日通咽以上口無回答】  

図表6．ぎー柑 「理学療法士等に訪問してもらいリハビリテーション【介護保険】を受ける  

予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数   
現在の日常生活の動作や活動を保ちたい  

（悪くならないようにしたい）  

もう少し歩けるようになりたい  

職場、学校、部活動などに早く復帰したい  

転ばないようになりたい  

痛みを取りたい  

その他  

撫回答  

■週咽臼遇2回田削回一遇咽以上口無回答l  

図表6ふⅠ9 「就労（復職・再就職）や就学（復学）をしながらリハビリテーションを受ける  

予定である（又は受けている）」としている患者について、その回数  

【■週咽臼過姻臼削高書週i回以上ロー由射  

g9  
90   




